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中
国
研
究
集
刊 

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念

六
十
九

 

令
和
五
年

三
月 

四
一―

五
二
頁 

   
 

八
股
文

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

 

  

滝 

野 

邦 

雄 
 

 

   

は
じ
め
に 

 

盧
前(

字
は

は

に
飮
虹
と
号

江
蘇
南
京
の

)

清
朝
の
八
股
文
を
明
朝
の
も
の
と
比
較
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

 

 

 
 

八
股
文 

明
末
に
至

不
可
な
る
を
施
す
無
し
の
境
に
臻

技
巧(
修
辞)

上
に

殆
ん
ど
以
て
加
う
る
蔑な

淸
に
入
り
て
以
後

聖
祖(

康
煕
帝)

 

學
術
を
好
む
に

因

制
藝
を
以
て
人
士
を
羈
縻(

制
御)

す
る
に
足
る
を
知

乃
ち
益
ま
す
倡
導

文
章 

以
て
前
明
を
超
越
す
る
に
足
ら
ず
と
雖

義
理
の
上
に
在
り
て
は
實

に
進
步
有
り(

 

淸
初
八
股
名
作
家
・
六
十
三
頁
・
一
九

三
七
年
商
務
印
書
館
刊)

 
 

八
股
文
の
修
辞
は
明
朝
で
完
成

清
朝
で
は
義
理(

の
理
解)

が
発
展
し

盧
前
は
考
え
る

 

 

明
朝
と
清
朝
の
八
股
文
の
違
い
を
六
点
挙
げ

そ
の
相
違
点
の
ひ
と
つ
と
し

書
き
手
と
八
股
文
と
が
一
体

 

 

三
に
曰

人
と
文
と
一
致

管
世
銘 

曰

前
人 

傳
註
を
以
て
經
を
解

終
に
是
れ
離
れ
て
之
を
二

惟
だ
制
義(

八
股
文)

の
み
は[

聖
賢
に]

代

り
て
言

宜
し
く
聖
賢
と
一
と
爲

[

そ
の
た
め]

深
細
に
逼
り
入
ら
ざ
る

を
得

朱
子
の
前
に
時
文(

八
股
文)

有
り
と
謂

其
の
精
審(

綿
密

で
行
き
届
い
て
い
る)

な
る
こ
と
更
に
當
に
是こ

こ

に
止
ま
ら
ざ
る
べ
き
な
り

と(

史

 

八
股
文
體
之
就
衰
・
八
十
三
頁
・
一
九
三
七
年
商

務
印
書
館
刊)

 

 
盧
前

明
朝
の
八
股
文
と
の
違

聖
賢
と
八
股
文
の
作
者
と
が
同
一
化

し
て
い
る
こ
と
を
挙

理
由

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

る
た
め

だ
と
い
う
管
世
銘(

字
は

は

の

(

一
七
三
八)

(

一
七
九
八)

(

一
七
七
八)

二
甲
三
十
名
の
進
士)

の
発
言
を
引
用
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學
海
堂
で
学
ん
だ
梁
傑(

廣
東
高
要
の

)
 

 
之(
八
股
文)

を
尊

以
て
聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言
す
と
爲
せ
ば
な
り(

梁
傑

(

一
八
二
五)

海

卷
八
・
十
四
葉)

 

 

八
股
文
は
尊
重

 

 

こ
こ
で
言
及

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

清
朝
に
お
け
る
八

股
文
作
成
上
の
基
本
的
な
理
念

私
は
考

清
の
乾
隆
帝

 

 

諭
し
て
曰

…
…

制
義(

八
股
文)
一
道

聖
賢
に
代
り
て
立
言
す…

…
 (

清
高
宗
法
天
隆

隆
二
十
四
年
十
一
月
癸
酉(

二
十
七
日)
)

 

 

と
述

 

 

卽
ち
制
義
の
如

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言
す
る
所
以
な
り(

隆
乾
隆
四
十
四
年
八
月
甲
寅(

三
日)

)
 

 

な
ど
と
繰
り
返
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解

 

そ
こ
で
拙
稿

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

た
か
を
理
解

(

一)

で
明
朝
の
人

聖
賢
に
代

(

二)

で
は
清
朝

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

意
味

(

三)

で
ど
の
よ
う
に

作
文

(

四)

で
い
つ
頃
か
ら
主
張

検
討
し
て
み

た
い

 

 

一 
 

 

管
見
の
限

明
・
萬
曆
年
間

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

似
た
表
現
が
現

儆
弦

徐
先
生
論
文

 
 

 
 

凡
そ
破[

題]

よ
り
承[

題]

に
至

皆
な
己
の
意
に
就
き
て
題
意
を
說

故

に
聖
人
・
賢
者
の
字
を
用
う
る
は
是
れ
我
ら
が
輩
よ
り
之
を
稱

起
講
よ

り

既
に[

言
い
出
し
の
部
分
に]

｢

夫｣

等
の
字
を
用

便
ち
是
れ
我 

聖
賢
に
替
わ
り
て
說は

話な

せ

聖
人
・
賢
者
の
字
は
一
箇
も
用

不
得(

用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い)

 

聖
賢
に
替
わ
り
て
說
話

は

な

す

必
ず
設
く

る
に
身
を
以
て
聖
賢
の
地
に
處

其
の
心
を
察
し
て
這こ

の
一
章
の
想
像
す…

…

(

卷

)
 

 

我 

聖
賢
に
替
わ
り
て
說
話

は

な

す

頃
に
定

た
八
股
文

の
箇
所
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
説
明

 

八
股
文
の
破
題
か
ら
承
題

出
題
さ
れ
た
題
目
を
こ
の
よ
う
に
解

釈
す
る
と
説
明
を
行
な
う
箇
所

特

聖
賢
は

こ
の
題
目
を
こ
の
よ
う
に
考

書
き
続
け
て
ゆ
く(

詳

股
文
に
お
け
る
起
講

三
一
三
号
二
〇
〇
三
年
・

に
お
け
る
起
講
の
作
成
法

一

三
七
八
号
二
〇
一
四
年

に
お
け
る
起
講
の
作
成
法
に
つ
い

二

三
九
二
号
二
〇
一
八
年
参
照)

我 

聖
賢
に
替
わ
り
て
說は

話な

す

清
朝

主
張

聖
賢
に
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な

八
股
文
全
体
を
書

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

ま
だ
書
き
手
の
存
在(

)

聖
賢
は
こ
の
題
目
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
と
自
分(

書
き
手)

は
考
え
て
い
る
と
い
う
意
味

我 

聖
賢
に
替
わ
り
て
說
話

は

な

す

 

 

明
末
の
黃
淵
耀(

字
は

の

？

(

一
六
四

五)
:

黃
淳
耀
の
弟)

 

 

子
等 

文
社
を
舉

須
ら
く
文
章
は
聖
賢
の
立
言
に
代

道
を
明
ら

か
に
す
る
所
以
な
る
を
知

若も

し
平
日 

六
經
・
四
子
の
書
を
將も

自

家
身
上
に
向
か
い
て
鞭
辟
一
番
に
近
裏(
鞭
辟
近
裏:

自
ら
励
ま
し
て
内
面
の
事
を

反
省
す
る)

し
て
己
に
著
き

(

自
己
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と)

に

道
の
在
る
所
を
見
得

見
る
所
は
模
糊

言
う
所
は
必
ず
隔
膜(

通

じ
な
い)

卽
使

た

と

え

經
史
に
出
入

終
に
は
是
れ
鞶
帨(

華
美
な
文
章)

・
虛

詞

道
を
明
ら
か
に
す
る
に
於
い
て
何
か
有

顧お
も

う
に
子
等 

但

だ
紙
上
の
語(

形
式
だ
け
の
文)

を
作
る
こ
と
毋
れ(

鳴
集
上
・
十
葉)

 

 

文
章(

八
股
文)

と
い

聖
賢
の
立
言
に
代

道
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

書
き
手
は
自
分
自
身
の
内
面
の
道
義
を
確
立
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

聖
賢
の
考

自
分
の
も
の
と
し

て
八
股
文
を
書

書
き
手
の
主
体
性

書
き
手
に

あ
る
よ
う
に
見

 

明
末
の
陳
龍
正(

字
は

(

江
蘇
吳
江)

の

戌
科(

一
六
三
四)

三
甲
二
百
四
十
名
の
進
士)

述

 

 

制
義
は
聖
賢
の
語
に
代

[

聖
賢
の
語
か
ら]

離
れ
る
を
以
て
拙
と
爲

[

聖
賢
の
語
に]

合
す
る
を
以
て
工

た
く
み

と
爲
す…

…
(

)
 

 

制
義(

八
股
文)

は
聖
賢
の
語
に
代

[

書
く
も
の
で
あ
る]

[

聖
賢
の
言
葉
か
ら]

離

れ
る
ほ
ど
稚
拙

[

聖
賢
の
言
葉
に]

合
致
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
巧
み
で

  

制
義(

八
股
文)

は
聖
賢
の
語
に
代

聖
賢
の
語

離
れ
る

を
以
て
拙
と
爲

合
す
る
を
以
て
工

た
く
み

と
爲

に
あ
る
聖
賢
の
発
言
を
自
分
が
敷
衍
し
て
書
い
て
ゆ
く
と
い
う
意
味

聖
賢

の
考
え
に
自
分
を
同
化
さ
せ
て
作
文
す
る
の
と
い
う
清
朝
で
の
作
文
法
と
は
異

書
き
手
で
あ
る
自
分
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

 

 

明
末
の
人
た
ち
の
八
股
文

聖
賢
に
自
己
を
同
化
し
て
八
股
文
を
作

文
し
た
清
朝
の
時
代
の
人

清
の
方
苞(

字
は

に
望
溪
と

号

安
徽
桐
城
の

(

一
六
六
八)

(

一
七
四
九)

煕
四

十
五
年(

一
七
〇
六)

の
會
試
の
後
の
殿
試
は
母
親
の
病
気
の
た
め
に
辞
退)

 

 

載
籍(

典
籍)

を
包
絡(

包
括)

物
情(

世
情)

を
刻
雕(

刻
み
込
み)

凡
そ
胸

中
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
所
の
者

皆
な
題[

目]
(

問
題
文)

に
借
り
て
之
を
發
す

(

経
書
を
包

時
事
問
題
に
つ
い
て
も
書
き
込

べ
て
の
言
い
た
い

こ
と
は

題
目(

問
題
文)

に
か
こ
つ
け
て
書
き
入
れ
る)

(

乾
隆
四
年(

一
七
三
九)

進
四
書
文
選

文

)
 

 
題
目
に
か
こ
つ
け
て
自
分
の
意
見
を
書
き
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
ら
れ

て
い
た(

清
朝
の
人
た
ち
か
ら
み
た
明
代
八
股
文
の
変
遷
に
つ
い
て

和
歌
山
大
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四
〇
五
号
二
〇
二
一
年
参
照)

明
末
の
八
股
文

作
者

個
人
が
聖
賢
の
言
葉
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
書

 

方
苞
が
言
う

胸
中
の
言
わ
ん
と
欲
す
る
所
の
者

皆
な
題
に
借
り

て
之
を
發
す

と
い
う
書
き
方

を
隅
々
ま
で
頭
に
入
れ
た
読
書
人
の

間
で
理
解
し
あ
え
る
微
妙
な
表
現
に
よ
る
主
張
で
あ
る(

明
末
の
八
股
文
に
つ
い

て(

一)

四
〇
四
号
二
〇
二
一

明
末
の
八
股
文
に

つ
い
て(

二)

第
四
〇
六
・
四
〇
七
合
併
号
二
〇
二
一
年
参

照)

八
股
文

主
体
性
は
書
き
手

聖
賢

た
つ
も
り
で
発
言
す
る
必
要

 

 

で
は
清
朝
の
八
股
文

聖
人
に
代
わ
り
て
立
言

 

 

二 
 

  

明
末
清
初
の
吳
喬(

明
・
萬
曆
三
十
九
年(

一
六
一
一)

清
・
康
煕
三
十
四
年(

一
六
九

五)
)

八
股
文

 

  
 

問
う
て
曰

八
比(

八
股
文)

は
乃
ち
經
義

何
ぞ
目
し
て
俗
體
と
爲
る
を

得

答
え
て
曰

六
經
よ
り
以
て
詩
餘
に
至

皆
な
是
れ
自み

ず

か
ら

己
の
意
を
說と

未
だ
他
人
に
代
わ
り
て
說
話

は

な

す
者
有

元
人 

故
事

に
就
き
て
以
て
雜
劇
を
作

始
め
て
他
人
に
代
わ
り
て
說
話

は

な

八
比(

八
股

文)
 

聖
經
を
闡
發(

解
き
明
か
す)

す
と
雖

注
に
非
ず
疏
に
非

他
人

に
代
わ
り
て
說
話

は

な

八
比(

八
股
文)

 

若も

し
是
れ
雅
體

則

西
廂

[

記]
[

記]

之
を
擯

し
り
ぞ

け
て
俗
と
爲
す
を
得

同
じ
く
是
れ
他
人
に

代
わ
り
て
說
話

は

な

す
の
故
な
り…

…
 (

吳
喬

卷
三)

 

 

八
股
文

經
書
解
釈
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
俗
体

元
曲

と
同

他
人
に
代
わ
り
て
說は

話な

演
じ
て
い
る
だ
け
で
自

分
の
意
見
を
述

吳
喬

聖
賢
に
代

聖
賢
を
演

意
味
だ
と
理
解
し
て
い
た

注
４

 

 

聖
人
に
代
わ
り
て
立
言

八
股
文
の
理
念

確
立
さ

れ
た
頃
に
活
躍
し
た
焦
循(

字
は

は

の

年(

一
七
六
三)

(

一
八
二
〇)

(

一
八
〇
一)

の
挙
人)

に
代
わ
り
て
立
言

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明

 

 

…
…

其
の
破
題
・
開
講(

起
講)

は
卽
ち
引
子(

主
役
が
登
場
す
る
時
に
唱
え
る
短
い

ま
く
ら)

提
比
・
中
比
・
後
比
は
卽
ち
曲
の
套
數(

元
代
に
始
ま
る
雜

劇
の
一
段
に
似

曲

科
し
ぐ
さ

白
せ
り
ふ

の
な
い
長
編
の
歌
曲)

夾
入
す

る
領
題(

入
題)

・
出
題
の
段
落
は
卽
ち
賓
の
白

せ
り
ふ

…
…

而
れ
ど
も
莊
・
老
・

釋
氏
の

文
人
の
藻
繢(

文
章)

に
習

之
を

第
ご
う
か
く

に
入
る
可

聖
賢

の
口
に
借
り
以
て
之
を
出

八
股
は
金
・
元
の
曲
劇
に
出

曲
劇
は
唐

人
の
小
說
・
傳
奇
に
本

而
し
て
唐
人
の
小
說
・
傳
奇
は
士
人
の
科
第
を
求
む

る
の
溫
卷
と
爲

迹
に
緣
り
て
求

其
の
本
を
知
る
可
し…

…
 
(

易
餘
籥

卷

)
 

 
破
題
・
開
講(

起
講)

は
引
子(

主
役
が
登
場
す
る
時
に
唱
え
る
短
い

ま
く
ら)

に
相

当

提
比
・
中
比
・
後
比
は
曲
の
套
數(

曲

科
し
ぐ
さ

白
せ
り
ふ

の
な
い
長
編
の
歌

曲)

に
相
当

間
に
置
か
れ
る
領
題(

入
題)

・
出
題
の
段
落
は
賓
の
白

せ
り
ふ

に
相
当

莊
子
・
老
子
・
釋
氏
の
要
旨[

書
い
た
も
の]

や
文
人
が
文
章
の
技
巧[

を

つ
く
し
た
も
の]

な
ど
は
中
式

ご
う
か
く

聖
賢
の
口
吻
に
借
り
て
表
現
し
た
も
の
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だ
け
が
中
式

ご
う
か
く

八
股
文

金
・
元
の
戯
曲
か
ら
派
生

戯
曲
は
唐
代
の

小
説
・
伝
奇
に
由
来

唐
代
の
小
説
・
伝
奇
は
受
験
生
が
合
格
を
求

め
る
た
め
に
準
備
し
た
温
巻

来
歴
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

 

清
朝
の
中
頃

聖
賢

八
股
文
を
書
く
こ
と
が
定
着
す

書

自
分
で
は
な
く
聖
賢

聖
賢
を
演
じ
る
か
が
重
視

 

 

別
の
言
い
方

八
股
文
を
書
い
て
い
る
受
験
生

経
書
を
学
ん
で
は
い
る

聖
人
学
ん
で
至

学
習
中
で

聖
賢
で
な
い
者

聖
賢

八
股
文
を
書
く
こ
と
し

焦
循

聖
賢
を
演

 

吳
喬
や
焦
循

聖
人
に
代

聖
賢
を
演
じ

言
い
切

人
は
少

八
股
文
を
作
成
し
て
い

る
人
た
ち
の
本
当
の
心
情

考

伝
え
ら
れ
る
読
書
人
の
文
集

の
多
く
に
八
股
文
が
収

聖
賢
を
演

作
文
し
た
八
股
文

は
自
分
の
作
品
で
は
な
い
と
い
う
意
識

八
股
文

作
成
に
明
け
暮
れ
た
人
た
ち
を
除

 

八
股
文
の
選
集
に
収
め
ら
れ
た
八
股
文

名
文
と
し
て
名
高
い
も
の

意
識
が
働

編
者
が
手
を
加
え
て

選
集
ご
と
に
文
章
が
異

極
端
な
言
い
方

ど
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
八
股
文
か
判
断

八
股
文

を
作
文
す
る
こ
と
を
画
家
が
豚
の
絵
を
書
く
こ
と
に
喩
え
た
り
す
る

注
５

こ
う
し
た

当
時
の
読
書
人

八
股
文
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
理
解
で
き

 

具
体
的

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か

 

 

三 
 

 

清
の
戴
名
世(

字
は

は

の

(

一
六
五
三)

(

一
七
一
三)

(

一
七
〇
九)

榜
眼)

庚
辰

(

康
煕
三
十
九
年:

一
七
〇
〇)

に
書

有
明

八
股
文
を
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
説
明

 

 

世
の

の
後
よ
り
聖
人
の
意
を
想
像
し
て
代
わ
り
て
立
言
を
爲

而
し
て
之
が
爲た

め

に
其
の
精
神
を
摹
寫

其
の
語
氣
を
彷
彿

其
の
義
理
を

發
皇

是
の
若
き
者 

之
を
經
義(

八
股
文)

と
謂
う…

…
(

康
煕
四
十
年
尤
雲
鶚

 

有
明
歷
朝
小
題

)
 

 

經
義(

八
股
文)

受
験
生
が
数
千
年
の
後
か
ら
聖
人
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
成
り
代

文
を
書

精
神
を
描
写

語
気
を
彷
彿

そ
の
道
理
や
内
容
を
明
瞭
に
し
て
作
文

 

 

そ
の
書
き
方

画
家
の
描
き
方
に
譬

傳
神(

精
神
を

伝
え
る)

よ
り
精
妙

傳
神(

精
神
を
伝
え
る)

よ
り
難
し

い
も
の
は
な
い
と
説
明

 
 

其
の
道 

之
を
畫
家
の
寫
生
す
る
者
に
譬

寫
生
の
技
は
傳
神(

精
神
を
伝

え
る)

よ
り
妙
な
る
は
莫

然
れ
ど
も
亦
た
傳
神
よ
り
難
き
は
莫
し(

康
煕
四
十

年
尤
雲
鶚
寶
翰
樓
刻
本

 

有
明
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)
 

 
 

經
義(

八
股
文)

の
題
目(

問
題
文)

と
作
文
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明

 
 

…
…

吾 

以
て
謂

經
義(

八
股
文)

聖
人
の
言
を
擇

之
を
題[

目]

に
命

一
題
每ご

と

に
必
ず
一
題
の
目
・
顴
頰
・
眉
と
鼻
口
と
有

然
り
而
し
て
傳

神
な
る
者
は
必
ず
其
の
人(

聖
人)

の
意
思
の
在
る
所
を
知

乃
ち
筆
を
舉
げ
て

之
に
貌か

た

況
や
學
者
の
數
千
載
の
後
よ
り
聖
人
の
意
を
想
像
し
て
代
わ
り
て

立
言
を
爲

苟も

し
深
く
聖
人
の
意
を
知

則
ち
亦
た
安
ん
ぞ
能

く
聖
人
の
言
を
爲

夫
れ
能
く
孔
子
の
意
を
知
る
者

則
ち
其
の
立
言

の
時
に
當
り
て
宛
然(

あ
た
か
も)

と
し
て
一

ひ
と
り

の
孔
子

能
く
孟
子
の
意
を
知

る
者

宛
然
と
し
て
一
の
孟
子

其
の
宛
然
と
し
て
一
の
孔
子
・
宛
然
と
し

て
一
の
孟
子
な
る
者

是
れ
孔
子
・
孟
子
の
神
を
傳
う
と
爲
す
者
な
り

[

八
股

文
で
作
文
す
る]

孔
子
・
孟
子
の
神

其
の
題[

目]

に
卽
し
て
已
に
具
わ
る
者
な

れ
題[

目]

の
目
と
顴
頰

其
の
義
理

題
の
眉
と
鼻
口
と

其
の
語
氣

目
と
顴
頰
と
の
精
神 

得

眉
と
鼻
口
と
の
精
神 

亦
た

得

且
つ
夫
れ
一
題
に
は
必
ず
一
題
の
神
有

苟も

し
其
の
神
を
得
ず

と
爲

則
ち
注
視
す
る
者
は
一
人
に
し
て
毫
髮
の
似
る
無

衣
冠
形
骸
の

徒 

具

其
の
人
と
與
か
る
無

今
の
作
者
は
大
抵

盡
こ
と
ご
と

く
は
衣
冠

形
骸
の
徒
の
具
わ
る
者

甚
だ
し
き
は
或
い
は
衣
冠
形
骸
の
亦
た
具
わ
ら
ざ

る
者

豈
に
以
て
聖
人
に
代
わ
り
て
之
が
立
言
を
爲

嗟
夫

あ

あ

の
度

量
の
相
い
越
え
る
の
遠
き
こ
と
己
に
什
す
・
己
に
百
す
る
者

の
意 

已
に
吾

の
能
く
測
る
所
に
非

況
ん
や
己
に
什
す
・
己
に
百
す
る
よ
り
上
の
聖
人
に
至

る
に
由

其
の
意
を
知
り
て
之
が
爲
に
其
の
神
を
傳
え
ん
と
欲

此
れ
實
に
難
き
な
り…

…
 
(

康
煕
四
十
年
尤
雲
鶚
寶
翰
樓
刻
本

不
分
卷
・
序
四
十
二
首
・

 
)

 

 

試
験

聖
人
の
言
葉
を
選

題
目(

問
題
文)

題

目
に
は
必

輪
郭
容
貌

題
目(

問
題
文)

に
あ
ら
わ
さ
れ
た
聖
人
の
精
神

必
ず
そ
の
人(

聖
人)

の
考
え
の
あ
る
所
を
理
解

筆
を
執

受
験
生
が
数
千
年
の
後

聖
人
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
成
り
代

文
を
書

聖
人
の
考
え
を
深
く
知

聖
人
の
言

葉
を
書

孔
子
の
気
持
ち
を
知
る
者

成
り
代

八

股
文
を
作
文
す
る
時
は
あ
た
か
も
一
人
の
孔
子

孟
子
の
気
持
ち
を
知
る
者

あ
た
か
も
一
人
の
孟
子

一
人
の
孔
子
・
あ
た
か
も
一
人
の
孟
子

で
あ
る
者

孔
子
・
孟
子
の
精
神
を
伝
え
る
者

八
股
文
で
作
文
す
る
孔
子
・

孟
子
の
精
神

題
目(

問
題
文)

に
す
で
に
備

題
目(

問
題
文)

輪
郭
容
貌

と

題
目(

問
題
文)

の
義
理(

道
理
や
内
容)

題
目(

問
題
文)

そ
の
題
目(

問
題
文)

の
語
気

輪
郭
容
貌

の
神(

精
神)

と
が
得

の
神(

精
神)

が

得

題
目
に
は
必
ず
ひ
と
つ
の
神(

精
神)

神(

精
神)

が
得

注
視[

し
て
描
こ
う
と]

す
る

の
が
一
人

少
し
も
似

衣
装
や
容
貌
な
ど
の
た
ぐ
い
が
備

そ
の
人
の
本
質
的
な
姿
と
は
関
係

今
の
八

股
文
の
作
者

大
抵
は
み
な
衣
装
や
容
貌
な
ど
の
外
観
の
た
ぐ
い
だ
け
は
備

 

る
者

甚

衣
装
や
容
貌
な
ど
の
外
観
す
ら
備

い
者

聖
人
に
成
り
代

発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

人
の
尺
度(
度
量)

を
遠
く
飛
び
越
え
る
こ
と
が
自
分
よ
り

も
し
く
は
自
分
よ

り
百
倍
の
よ
う
な
人

考
え
は
す
で
に
よ
く
計
り
知
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ま
し
て
自
分
よ
り

も
し
く
は
自
分
よ
り
百
倍
以
上
の
聖
人
に
成
り
代
わ
る
た

考
え
を
理
解

神(

精
神)

を
伝

困
難

 

 

八
股
文

困
難

題
目(

問
題
文)

に
あ
ら
わ
れ
た
聖
人

神

(

精
神
の
本
源)
を
探
り
出

聖
人
に
成
り
代

書
き
出
す
も
の
で
あ
る

と
戴
名
世
は
考

聖
人
の

神(

精
神
の
本
源)

探
り
出

戴
名
世

続

 

  
 
…
…

聖
人
の
天

を
得
ん
と
欲

亦
た
以
て
之
を
察
す
る
無
き
可
か
ら

夫
れ
惟

の
書
を
沉
潛
反
復
し

以

易

[

經]
[

經]

に
及

夫

れ
濂
溪(

周
敦
頤)

・
橫
渠(

張
載)

・
明
道(

程
顥)
・
伊
川(

程
頤)

の
論
著
す
る
所
と

考
亭(

朱
熹)

[

四
書]

集
注

並
び
に
其
の
師
・
弟
子
の
間
の
往
復
す
る
辨

難
・
答
問
の
言
と
を
貫
穿
融
合

怡い

然ぜ
ん

と
し
て
理 
順

し
た
が

い

渙か
ん

然ぜ
ん

と
し
て

冰
釋
す

…
…

夫
れ
而
し
て
後
に
一
題 

入
手

其
の
神
の
在
る
所
を
相み

筆
を
舉
げ
て
之
を
貌

か
た
ど(

形
を
写
す)

聖
人
の
天 

察
す
可

而
し
て
聖
人

の
意 

得
可
き
な
り…

…
(

康
煕
四
十
年
尤
雲
鶚
寶
翰
樓
刻
本

分
卷
・
序
四
十
二
首
・

 
)

 

 

聖
人
の
精
神
の
本
源
を
身
に
着

子
思
の
書
を
没
頭
し
て
く
り
か
え
し
学
習
し

に
及

濂
溪(

周
敦
頤)

・
橫
渠(

張
載)

・
明
道(

程
顥)

・
伊
川(

程

頤)

の
著
作
と
朱
熹

四
書
集
注

朱
熹
と
弟
子
た
ち
間
で
往
復
し
た
辨
難
・
答

問
の
文
を
貫
い
て
融
合

氷
が
溶
け
る
よ
う
に
さ
ら
り
と
理
解

楽

し
み
な
が
ら
筋
が
通

後

題
目(

問
題
文)

を
ひ
と
つ
手
に
し

精
神
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見

筆
を
執

精
神
を
書
き
出
し

聖
人
の
精
神
の
本
源
を
理
解

聖
人
の
考
え
を
得
る
こ
と
が
で

述

 

戴
名
世

聖
人

神(

精
神
の
本
源)

を
会
得
す
る
方
法

の
書
を
没
頭
し
て
学
習
し
て

経
書
と

四
書
集
注

と
朱
熹

の
議
論
の

宋
学
者
た
ち
の
著
作
な
ど
を
融
合
し
て
学

こ
の
よ
う

聖
人

神(

精
神
の
本
源)

が
理
解

聖
人
の
考
え
を
会
得
で
き
る
と

考

 

 

戴
名
世
の
考
え
る
八
股
文
の
書
き
方

経
書
を
通
し
て
聖
人

神(

精

神
の
本
源)

会
得

題
目(

問
題
文)

に
示
さ
れ
る
聖
人

神(

精
神
の

本
源)

数
千
年
の
後
の
受
験
生
が
聖
人
に
成
り
代

作
文
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る

経
書
に
書
か
れ
て
い
る
聖
人
の

神(

精
神
の
本
源)

会
得
す
る

自
分
な
り
に
解
釈
す
る
必
要

 

 

こ
れ
が
清
朝

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

る
方
法

明
末

書
き
手
と
し
て
の
自
分
が
存
在
し
て
自
分
の
意
見
を
書
く

清
朝
に
な
る
と

経
書
を
読
み
込
ん
で
聖
賢
の
精
神
を
理
解

得
ら
れ
た
聖
賢
の
精
神
に
従

て
作
文
す
る
と
い
う
こ
と
に
変
化

書
き
手
と
し
て
の
自
己
は
存
在
し

自
分
が
書
い
た
文
章
と
い
う
意
識
は
希
薄

 

 

頃
か
ら
広

 

 
四 

 

 
に
代
わ
り
て
立
言

清
政
権
の
意
向
に
沿

意
味
で
主
張

熊
伯
龍(

字
は

は

漢
陽
の

(

一
六
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一
七)

(

一
六
六
九)

(

一
六
四
九)

一
甲
二
名(

榜
眼)

の

進
士)

學
政
約
言

が
早
い
段
階
の
も
の
で
な
い
か
と
私
は
考

學
政
約
言

熊
伯
龍

順
天
提
督
學
政

９

に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
時(

順
治
十
四
年
十
月
十

一
日(

西
暦:
一
六
五
七
年
十
一
月
十
六
日)

(

西
暦:

一
六
六
一

年
四
月
六
日)

在
任)
に
書

 

受
験
生
に
様
々
な
学
習
上
の
注
意
事
項
を
述
べ
た
も
の
で
あ

中
に
制
義(

八
股
文)
に
言
及
し
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
箇
所

 

 

 
 

一
に
曰

制
義(

八
股
文)
の
制
義(

八
股
文)

學
ぶ
者
の
聖
賢
に
代
り

て
言
を
爲
す
所
以

語 

約
に
し
て
廣

義 

深
く
し
て
顯

既

に
雜
う
る
に
周
・
秦
の
諸
子
の
詭
怪
誕
肆
を
以
て
す
る
可

而
し
て
又
た
詩

賦
の
以
て
騈
偶(

対
偶)

す
可

策
略(

策
問)
の
以
て
剽
掠(

引
き
写
す)

す
可

序
論
・
傳
記
の
以
て
奇
險(

意
表
を
つ
く)
す
可
き
が
如
き
を
す
る
に
非

藻
繪(

文
辞)

必
ず

(

收)

視
返
聽(

何
も
見

何
も
聞
か
な
い:

精
神
を

集
中
す
る)

聖
賢
に
唔
對

氣
を
養
い
て
理
を
積

其
の
醇
な
る
者
を
擇

而
し
て
後
に
焉こ

れ

に
合

故
こ
と
さ
ら

に
此
れ
を
以
て
士
を
取
る
こ
と
數
百
年
な
る

も
廢
れ
ざ
る
者

[

制
義(

八
股
文)

が]

人
を
聖
賢
の
心
を
存
し
代
り
て
言
を
爲
す

に
誘
う
所
以
な
れ
ば
な
り…
…
 ()

 

 

ほ
ん
と
う
の
制
義(

八
股
文)

受
験
生
が
聖
賢
に
成
り
代

発
言
す
る
方
法
で

制
義(

八
股
文)

の
言
葉
が
約(

帰
納
的)

広

意
味
が
深

周
・
秦
の
時
の
諸
子
の
荒
唐
無
稽
の
発
言
を
ま
じ
え
な
く
て
も
よ

詩
賦
の
修
辞
上
の
対
句
の
よ
う
な
表
現
や
策
問
を
引
き
写
す
よ
う
な
表

現
と
か
序
論
や
伝
記
で
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
表
現

八
股
文

の
文
章

絵
画
の
模
写

精
神
を
集
中
し
て
聖
賢
と
向
か
い
合

内
面
を

修
め
て
聖
賢
と
向
き
合

言
葉
を
選
び
出
し
て
書

八
股
文
を
用
い
る
選
抜
が
数
百

年
も
続

人
々
に
聖
賢
の
精
神
を
会
得
し
て

聖
賢
に
代

発
言
す

る
よ
う
に
導
い
て
き
た
か
ら
で
あ
る

熊
伯
龍

 

熊
伯
龍
の
考
え
る
制
義(

八
股
文)

文
章
に
奇

修
辞
に
工
夫
を
凝

聖
賢
の
精
神
を
会
得

聖
賢
に
代

作
文

 

聖
賢
の
精
神
を
会
得
し
て

聖
賢
に
代

発
言
す
る
制
義(

八
股
文)

を
書

く
に
は
ど
の
よ
う
に
学
習

熊
伯
龍

 

 

…
…

夫
れ[

八
股
文
を
作
文
す
る
た
め
の]

存
心

10

は
必
ず
讀
書
よ
り
始

諸
々
の
士 

先
ず
四
書
・
本
經(

受
験
の
際
に
選
択
し
た
経
書)

を
將も

意
を
註

(

注)

ぎ
精
熟(

精
通
し
尽
く
す)

次

に
涉
り
以

通

に
及

而
し
て
之
を
博
く
す
る
に
兩
漢
を
以

大
家
の
文
に
入

學
植

11

を
し
て
醞
釀(

醸
成)

立
言
に
物
有(

実
質
が
あ
る)

而
し
て

の
制
義
に
于
い
て
細
か
く
體
理(

文
の
内
容
や
義
理)

を
求

む…
…
 (

十
六
葉)

 

 

八
股
文
を
作
文
す
る
た
め
の
真
実
の
心
情

読
書
か
ら
形
成

そ
れ
も
経
書

読
書
の
幅
を
広

文
章
や
内
容
に

う
わ
べ
で
な
い
確
固
と
し
た
実
質
が
伴

上

先
人
の
八
股
文
を

検
討

 

そ
う
し
て
熊
伯
龍

経
書

聖
賢
の
心
情
を
形
成

勝
手
に
聖
賢
の
道

を
探
求
し
て
そ
れ
を
聖
賢
の
言
葉
と
し
て
書
き
連
ね
た
も
の
は
選
抜
の
趣
旨
と
異
な
る
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中
式

ご
う
か
く

さ
せ
な
い
と
宣
言

 

 

…
…

苟も

し
眞
實
の
心
を
存

以
て
聖
賢
の
道
を
求
め
代
り
て
之
が
言
を
爲
せ

所
謂
ゆ
る
苟
且(

い
い
か
げ
ん)

・
怠
惰(

不
勉
強)

・
虛
假(

真
実
で
は
な
い)

の

閃
爍(

き
ら
き
ら
と
輝
く)

と
し
て
文
に
見あ

ら

わ
る
る
が
如
き
者

是
れ
取
士
の

指
に
違

以
て
自
か
ら
絶
つ

注
12

者
な
り…

…

本
院(

順
天
學
政
の
熊
伯
龍)

 

鰓
鰓(

恐
懼)

然
と
し
て
文
章
を
以
て
憂
い
と
爲

幸
い
に
黜
陟(

官
吏
の
升
降)

の
權
に
藉
り
る
を

て
其
の
說
を
習
わ
し

諸
士
の
苦
日
を
爲
さ
ざ
ら
し
む

…
…
(

)
 

 

も
し
も
聖
賢
の
実
際
の
精
神
に
基

聖
賢
の
道
を
求
め
た
と
し
て
聖

賢
に
成
り
代

発
言
を
書
き
連

不
勉
強
・

虚
偽
・

文
章
に
出

選
抜
の
趣
旨

と
異

自
分
か
ら[

合
格
の
道
を]

絶
ち
き
る
者

本
院(
順
天
學
政
の
熊
伯

龍)
[

こ
れ
を]

恐
れ
て
文
章
の
憂

[

熊
伯
龍
は
順
天
學
政
と
し
て]

幸
い

に
合
否
を
決
定
す
る
権
限

こ
の[

学
習
法
方
法
の]
説
明
を
学

諸
君
が[

正
し
く
学
問
で
き
ず]

苦
し
む
よ
う
な
日
々
を
過
ご
さ
せ
な

 

熊
伯
龍
は
受
験
生
た
ち
に
八
股
文
は
自
分
の
考
え
を
排
除

聖
賢
に
代
わ
り
て
立

し
て
書
く
の
が
よ
い
と
指
導

時

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

経
書
を
読
み
込
ん
で
聖
賢
の
精
神
を
会
得

聖
賢
に
成
り
代

八
股

文
を
書
く
と
い
う
意
味

最
後
に
中
式

ご
う
か
く

を
決
定
す
る
権
限
は
提
督
學
政
で

あ
る
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
付
け
加

 

 

熊
伯
龍
は
清
政
権
の
方
針
を
察
知
し
て
一
甲
二
名(

榜
眼)

で
進
士
及
第
と

人
物
で
あ
る(

の
八
股
文

第
四
〇
八
号
二
〇
二
二
年
参
照)

の
科
挙
の
採
点
基
準

理
解
し

て
い
た
熊
伯
龍

順
天
學
政
と
な
り
八
股
文
の
作
成
法
を
半
ば
強
制
的
に
指
導
し
た
の

当
然
中
式

ご
う
か
く

を
願
う
受
験
生

熊
伯
龍
の
考
え
従

八
股
文

を
書

聖
人
に
成
り
代

八
股
文
を
書
く
と
い
う
こ
と
が

清
政
権
の
採
点
基
準
で
あ
る
と
し
て
直
隷
省
か
ら
全
国
に
広

 

熊
伯
龍
の
指
導
方
針

(

三)

で
検
討
し
た
戴
名
世
の
主
張
の
も
と

推
測

康
煕
年
間
の
後
半

熊
伯
龍
の
主

張
が
か
な
り
広

示

 

付
け
加

戴
名
世
や
熊
伯
龍
の
い
う
聖
賢
の
精
神

四
書

で
朱
熹
が
導
き
出
し
た
聖
賢
の
精
神

朱
熹

を
首
尾
一
貫
し
た
体
系
を
持

書
物
と
理
解
し
て
注
釈
を
書

自
分
の

注
釈
を
通

破
綻
が
な
い
よ
う

に
理
屈
を
通

句
の
解
説
を
取
り
出
し

朱
熹
の
導
き
出
し
た
首
尾
一
貫
し
た
理
屈
が
示

八
股
文
を
作
文
す
る
人

朱
熹
の
こ
の
理
屈
を
聖
賢
の
精
神
と
し
て
学
習
し
て
会
得

受
験
生

こ
れ
を
織
り
込
ん
で
八
股
文
を
作
文
し
た
の
で
あ
る

言

清
朝
の
考
官
は

四
書
文(

八
股
文)

を
採
点

題
目
に
示
さ
れ
た
聖
賢
の
精
神(

朱
熹
が

な
ん
と
か
通
し
た
理
屈)

を
踏
ま
え
て
作
文
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
採
点
基
準
の
ひ
と
つ

な
ど
の
清
朝
の
い
わ
ゆ
る
八
股
文
の
受
験
参

考
書

の
各
句

聖
賢
の

つ
ま
り
朱
熹
の
導
き
出
し
た
理

屈
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
詳
し
く
解
説
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お
わ
り
に 

 
明
末
ま
で
に
修
辞
上
の
技
巧
が
頂
点
に
ま
で
達
し
た
八
股
文

変
化
を
求
め
て
明
末

に
は
時
事
評
論
を
付
け
加

清
朝
に

な
る
と
経
書
を
会
得
す
る
と
い
う
面
が
重
視

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

う
考
え
方
に
変
化

 

単

聖
賢

書

自
分
が
聖
賢
に

聖
賢

自
分
が
自
己
の
考
え
を
主
張
し
て
も
か
ま
わ
な
い
か

聖
賢

自
分
の
意
見
を
主

張
す
る
必
要

経
書
に
書
か
れ
た
聖
賢
の
考

朱
熹
の
理
屈
を
述
べ
る

 

そ
も
そ
も
明
末
の
よ
う
に
八
股
文
に
反
政
府
的
な
時
事
評
論
が
書
き
込
ま
れ
る

当

時
の
読
書
人
た
ち
が
一
番
熱
心
に
読
ん
だ
の
が
八
股
文

影
響
力
は
大
き

清
政
権
と
し
て
は
取
り
締

高
圧
的
に
取
り
締

読
書
人
た

ち
の
反
感
を
買

行

順
治
九
年
の
法
令

 

 

[

す
る
に…

…
]

異
端
邪
說
を
剽
竊

奇
を
矜ほ

こ

り
異
を
立
て
る

者
有

錄
取
せ
ず(
順
治

)
 

 

経
書
解
釈
以
外
の
こ
と
が
書
か
れ
た
八
股
文
は
中
式

ご
う
か
く

さ
せ
な
い
と
い
う

や
り
方

表
面
上

清
政
権
に
対
す
る
大
多
数
の
時
事
評
論
に

よ
る
批
判
の
言
説
は
抑
え
込

読
書
人

中
式

ご
う
か
く

す
る
た
め

時
事
評
論
的
な
八
股
文
を
作
文

選
抜
基

準
が
変
更

時
事
評
論
が
入

八
股
文
は
書
か
れ
な
く
な
る

注
13

 

 

明
末
の
科
挙

縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
官
僚
た
ち
の
つ
な
が
り
の

末
端
に
コ
ネ
を
付

自
分
の
八
股
文
を
認

及
第
を
め
ざ
す
の

有
力
な
方
法

清
政
権
が
成
立

一
時
的
に
こ
の
官

僚
と
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
機
能

間
隙

清
政
権

八

股
文
の
選
抜
基
準
を
思
い
通
り
に
変
更
す
る
こ
と
に
成
功

空
白
期

間
に
定

聖
賢
に
代
わ
り
て
立
言

清
朝
に
お
け
る
八
股
文
の
基
本
理
念
と

 

   
 

注 

 

の
董
思
駉
の
序
文

韞
山(

管
世
銘)

 

嘗
て
言

つ
ぎ

前
人 

傳
注
を
以
て
經
を
解

終
に
是
れ
離
れ
て
之
を
二

制
義
の
代
言

直
ち
に
聖
賢
と
一
と
爲

[

そ
の
た
め]

深
細
に
逼
入
せ
ざ
る
を
得

且

と
よ
り
以
て
講
學

其
の

の
文
體 

未
だ
興

大

注 

極
め
て
至
理
の
名
言
多

而
れ
ど
も
以
て
語
氣
に
入
る
可

最
も
宜
し
く
分
別

し
て
之
を
觀
る
べ
し

設も

し
朱
子
の
前
に
已
に
時
文
有

其
の
精
審 

更
に
當
に
是
に
止

ま
ら
ざ
る
べ
き
な
り

(
)

 

著
己

著

(

明
道
先
生 

曰

學
は
只た

だ
鞭べ

ん

辟ぺ
き

近き
ん

裏り

己
お
の
れ

に
著つ

く
を
要
す
る
の
み)

…
…

 
道

に
よ
る
と

吳

又
の
名
は

は

の

に
來

贅(

婿
入
り
す
る)

(

一
六
三
八)

諸
生
に
補

(

道

吳
殳

)

閻
若
璩

老
友
吳
喬

閻
若
璩
と
親
交
が
あ
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考

 

吳
喬

老
友
吳
喬

と
呼
ぶ
閻
若
璩(

字
は

は

は
山
西
太
原
の

江
蘇
淮
安
に
寄
居

明
・
崇
禎
九
年(

一
六
三
六)

(

一
七
〇
四)

廩
膳
生
員)

要
約

崑
山
の
吳
喬 

八
比
時
文(

八
股
文)

を

論
じ
て
曰

六
經
よ
り
以
て
詩
餘
に
至

皆
な
是
れ
自
か
ら
己
の
意
を
說

未
だ

他
人
に
代
り
て
說は

話な

す
者
有

惟
だ
元
人 

古
事
に
就
き
て
雜
劇
を
作

始
め

て
他
人
に
代
わ
り
て
說は

話な

八
比
時
文

聖
經
を
闡
發
す
と
雖

註
に
非
ず
疏
に
非

他
人
に
代
わ
り
て
說は

話な

す
こ
と
亦
た
然

我 

故
に
俗
體
と
曰
う
な
り

(

卷
一)

 

(

道
光
元
年(

一
八
二
一)
序)
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
述

[

唐

の]

戴
嵩 

牛
を
善

[

唐
の]

韓
幹 

馬
を
善

獸
畜
の

 

獨
り
猪
を
畫
か

余
が
友
の
宋
新
橋 

云

畫
家
に
猪
無

猶
お
書
家
に
八
股
無

曾
て
扇
頭(

扇
面
之
上)

・
屏
障(

屏
風)

に
先
輩
の
八
股
を
寫
く
者
有

余 

因
り
て

思
う
に
畫
家
に
猪
無

書
家
に
制
藝
無

大
抵 

其
の
俗
を
嫌

故
に
賞
鑑
に

入

然
ら
ば
則
ち
今
日
の
肉
食

時
文
を
讀
む
者
の
其
の
胷
中
も
亦
た
想
見
す

可
し

(

／

も
ほ
ぼ
同
じ)

 

(

唐
の
戴
嵩
は
牛
の
画
を
う
ま
く
描
き

唐
の
韓
幹
は
馬
の
画
を
う
ま
く
描

獣
畜
の
な
か

豚
だ
け
が
描

私
の
友
人
の
宋
新
橋

画
家
に
豚
の
画
が

書
家
に
八
股
文
を
書

扇
や
屏

風
に
先
人
の
八
股
文
を
書

画

家
に
豚
の
画

書
家
に
八
股
文
を
書

俗
で

あ
る
こ
と
を
嫌

鑑
賞
に
値

ま
の
肉
食

八
股
文
を
読
ん
だ
り
す
る
人
た
ち
の
胸
中
も
思
い
至
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か)

 

６

の

盡
其
心
者

(

其

の
心
を
盡
す
者

其
の
性
を
知

其
の
性
を
知

則
ち
天
を
知
る)

 

沉
潛
反
復

韓
愈

上
兵
部
李
侍
郎
書

[

韓
愈]

遂
得
究
窮
於
經
傳
史
記
百
家
之
說

沈

(
[

韓
愈]

遂
に

百
家
の
說
を
究き

わ

め
窮き

わ

む
こ
と
を
得

訓
義
に
沈
潛

句
讀
を
反
復

事
業
に
礱
磨

文
章
に
奮
發
す)

朱
熹

中
庸
章
句
序

熹
自
蚤
歲
卽

(
[

朱]

熹 

蚤
歲

卽
ち
嘗
て
受
け
て
讀

而
し
て
竊ひ

そ

か
に
之
を

疑

沈
潛
反
復

蓋
し
亦
た
年
有
り)

 

氷
が
溶
け
る
よ
う
に
さ
ら
り
と
理
解

楽
し
み
な
が
ら
す
じ
が

通

晉
・
杜
預

春
秋
經
傳
集
解
序

若
江
海
之
浸

膏
澤
之
潤

渙
然
冰
釋

怡

然

理
順

然
後
爲
得
也(

江
海
の
浸ひ

た

膏こ
う

澤た
く

の
潤

う
る
お

す
が
若ご

と

渙か
ん

然ぜ
ん

と
し
て
冰

釋

怡い

然ぜ
ん

と
し
て
理 

順
し
た
が

然
る
後
に
得
た
り
と
爲
す
な
り)

 

９

す

學
臣(

提
督
學
政)

は
歲[

試]

・
科[

試]

の
兩
試
は
俱
に
週め

ぐ

る…
…

(

)

提
督
學
政

歲
試
・
科
試
の
実
施
の
た

め
に
管
轄
地
域
を
巡
回

順
治
十
四
年
に
提
督
學
政
に
任

熊
伯
龍
も

こ
の
順
治
八
年
の
規
定

 

中
華
民
国

編
纂

清
史

要
領
よ
く
學
政
の
職
務
を
解
説

提
督
學
政

省
ご
と
に
各
々
一
人
な

侍
郎
・
京
堂
・
翰
・
詹
・
科
・
道
の
部
屬
等
の
官
の
進
士
出
身
の
人
員
の
內
を
以
て
簡
用

各
々
原
銜
の
品
級
を
帶

學
校
の
政
令
と
歲[

試]

・
科[

試]

の
兩
試
を
掌

巡
歷
の

至
る
所

の
優
劣
や
生
員
の
勤
惰
を
察

其
の
賢
者
・
能
者
を
升
し

其
の
帥
教
な
ら

ざ
る
者
を
斥

凡
そ
興
革(

新
設
や
改
革)

有
れ
ば

督
・
撫
に
會
し
て
之
を
行
な
う

(
史

)
 

(

提
督
學
政

各
省

侍
郎
・
京
堂
・
翰
・
詹
・
科
・
道
の
部
屬
等
の

官
の
進
士
出
身
の
人
員
の
中
か
ら
簡
用

官
秩
を
持

各
地
の
學
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校
の
職
務

歲
試
・
科
試
の
兩
試
を
取
り
仕
切

任
地
を
巡
回

師
儒
の
優
劣
や
生
員

の
勤
惰
を
調

能
力
あ
る
者
を
薦

能
力
の
足
り
な
い
者
を
除

新
設
や
改
革
す

總
督
・
巡
撫
と
共
同
し
て
行
な
う)

 
學
政

科
舉
の
受
験
資
格
を
得
る
生
員
と
な
る
試
験
を
統
括

鄕
試
に

派
遣
さ
れ
た
考
官
は
重
要
な
省
試
の
結
果
を
左
右

土
地
の
学
風
が
変
化
さ

 

10

存
心

孟
子

離
婁
下

君
子
所
以
異
於
人
者

以
其
存
心
也(

君
子
の
人
に
異
な
る
所
以

の
者

其
の
心
に
存
す
る
を
以
て
な
り)

 

11

學
殖

昭
公
十
八
年

夫
學

殖
也

不
學
將
落(

夫
れ
學

殖
な
り(

苗
木
を

植
え
る)

ば
ざ
れ
ば
將
に[

草
木
の
葉
が]
落
ち
な
ん
と
す)

 

12

絶

絶

(

を

し
て
敬

自
か
ら
天
に
絶

怨
み
を
民
に
結
ぶ)

 

13

陳
維
安(

字
は

の
人)

海

清
政
権
に
投
降
し
た
洪
承

疇
は
読
書
人

人
心
を
收
拾(

手
な
ず
け
る)

す
る
の

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

述

記

清 

中
國
に
入

經
略
の
洪
承
疇 

教
え
る
に
人
心
を
收
拾(

手

な
ず
け
る)

す
る
の
法
を
以

[

そ
も
そ
も]

以
て
中
國
の
俯
首
し
て
歸
誠
す
る
所
以
の
者
は

富
貴
を
貪
圖(

追
求)

す
る
を
爲

社
稷 

亡
ぶ
と
雖

而
れ
ど
も
若
輩(
こ
の
よ
う

な
人
た
ち)

の
八
股
義
を
作
る
者

苟
も
富
貴
を
得

舊
君
も
固
よ
り
不
恤(

惜
し
い
と
は

思
わ
な
い)

す
る
所

是
に
於
い
て
前
朝
の
科
第
の
人 

悉
く
官
と
爲

[

そ
し
て]

甲
申(

順
治
元
年:

一
六
四
四)

 

卽
位

乙
酉(

順
治
二
年:

一
六
四
五)

に
卽
ち
鄕
試
を
行
な

丙
戌(

順
治
三
年:

一
六
四
六)

に
會
試

四
百
名
を
取
中
し(

(

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
〇
年
刊)

に
よ
る
と
五
百
七
十
三
名
の
名
前
が
記
録
さ
れ
る)

に

再
び
鄕
試
を
行

丁
亥(

順
治
四
年:

一
六
四
七)

に
又
た
會
試

中
額(

合
格
者
数)

は
之

の
如
し(

(

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
〇
年
刊)

に
よ
る
と
四
百
九

十
八
名
の
名
前
が
記
録
さ
れ
る)

…
…

(

涵
芬
樓
秘
笈
本
第
五
集
所
収

海

・
七

葉)
 

(

陳
維
安

清
政
権
が
中
国
に
進
出

經
略
の
洪
承
疇
が
漢
族
の
人
心
を
手
な

ず
け
引
き
込
む
方
法
を
教

中
国
の
漢
族
が
お
と
な
し
く
従

帰
順
し
て
き

富
貴
を
追
求

国
家
が
滅

八
股
文
を

学
ん
で
き
た
者

富
貴
を
得

君
主
に
つ
い
て
も

顧
み
重

前
明
朝
の
合
格
者
す
べ
て
を
官
員

甲
申(

順

治
元
年:

一
六
四
四
年)

に[

順
治
帝
が]

即
位

乙
酉(

順
治
二
年:

一
六
四
五)

に
鄕
試
を

挙
行

丙
戌(

順
治
三
年:

一
六
四
六)

に
會
試
を
行

四
百
名
を
合
格

秋

に
再
び
鄕
試
を
行

丁
亥(

順
治
四
年:

一
六
四
七)

に
ま
た
會
試
を
行
な
い
前
回
の
會
試
の

よ
う
に
合
格
者
を
出
し
た)

 

陳
維
安

洪
承
疇
が
清
政
権
の
人

漢
民
族
を
味
方
に
つ
け
る
に
は
明
朝
で
の
科
挙

の
及
第
者
を
官
員
に
す
る
こ
と
と
科
挙
を
行
な
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
進
言

 

ほ
ん
と
う
に
洪
承
疇
が
こ
の
よ
う
な
進
言
を
行

当

時
の
大
多
数
の
読
書
人

明
か
ら
清
へ
と
政
権
が
代

継
続
し
て
行
わ
れ
た
科
挙
を

受
験

一
面
の
真
理

考
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